
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【目指す児童像】 【目指す学校像】

【児童の実態】 【経営の基本方針】

【主な具体的方策】

学校力向上 □報連相の徹底と複数対応の原則により、ミスのない対応を図る

□ミドルリーダーの育成　　□新型コロナウイルス予防と対策の強化

□ＩＣＴ機器を効果的に活用し授業力向上を目指した教員研修の推進

教職員の資質能力の向上 □学力向上プランの見直し

□複式学級における授業の工夫（研修）

□チャレンジテストの有効活用

学力向上

□ＩＣＴ機器の効果的な活用を柱とした授業改善

□新体力テストの全学年での実施

□PTAを中心とした家庭と連携した取組

□道徳の授業改善と公開

豊かな心の育成 □児童会を中心とした取組の推進

□いじめ対応マニュアルの徹底と確実丁寧な初期対応

□担当教員の研修の充実

特別支援教育 □効果的な支援員活用方法の工夫

□パートナーティーチャーとの連携

□働き方改革のねらいの共有

働き方改革 □地域・保護者への発信（理解を得る）

□町の施策等の有効活用

地域・保護者・異校種との連携 □小中連携の推進

□保護者・地域との連携を重視した学校行事の運営

【目標・評価】
◯　評価

◯　様々な事象に関心を持ち、意欲的に
　　 学習する子ども
◯　他人をいたわり思いやるとともに、感
     謝の心を持つ子ども
◯　進んで体を動かし、誰とでも仲良く行
     動できる子ども

〈児童〉　　 「楽しく学べる学校」
〈保護者〉　「通わせて良かったと
                 思える学校」
〈地域〉　　 「応援したくなる学校」
〈教職員〉　「やりがいのある学校」

〈学習面〉
・基礎的な知識や学び合い学習の定着はでき
ているが、自分の考えを発表することが苦手で
家庭学習の定着も不十分
〈生活面〉
・思いやりを持った児童が多いが、自己有用感
と挨拶が不十分

１開かれた学校づくり
２地域や保護者とのコミュニケーション
３教職員の資質向上のための研修の推進
４小規模の特性を生かした授業改善
５道徳教育の推進と改善。
６生徒理解を基盤とした生徒指導の徹底
７地域人材の活用により地域・家庭・関係機関との連
携を図る。
８新型コロナウイルス感染症の予防の徹底を柱とした
危機管理能力向上を図る

令和３年度　新ひだか町立桜丘小学校　学校経営グランドデザイン

校　訓　〈　勤　勉　・　敬　愛　〉　
【学校教育目標】

進んで学ぶ子 心のやさしい子 明るく元気な子 最後までやりぬく子

□児童及び保護者アンケート「進んで学習に取り組んでいるか」

項　　　　　　目 今　年　度　の　具　体　的　　方　策

□学校評価アンケート（抜粋）を年2回行い、短いスパンでの検証・改善を行う

体力向上

◯　全国学力・学習状況調査による項目

□授業の流れを重視した授業改善の推進（課題→見通し→自力解決→学び合い→まとめ　等）

□学校運営協議会の効果的な運営

□全教科の平均正答率

□国語科の「読むこと」領域の正答率
□児童質問紙（３５）「授業では、課題の解決に向けて自分で考え自分から取り組んだ」

□児童質問紙（１５）「いじめはどんな理由があってもいけないこと」

◯学校評価アンケート

□児童アンケート「友達や周りの人を大切にしているか」

◯各種調査等

□新体力テストの弱点項目

□道教委いじめアンケート

□教職員自己評価

◯　目　　　標

全国平均以上

全国平均以上

「あてはまる」と回答した割合を全国平均以上

「よくあてはまる」と回答した割合を100％

「あてはまる」と回答した割合を90％以上

「当てはまる」と回答した割合を９０％以上

全国平均以上

重点教育目標
主体的に取り組むことで、自他の

良さに気づくことができる子どもの

育成

〈３つの柱〉

１ 「文章読解力」

～生きてはたらく知識・技能～

２ 「主体的に取り組む力」

～未知の状況にも対応できる

思考力・判断力・表現力～

３ 「自他の良さに気づく力」

～学びを人生や社会に生かそうとする

学びに向かう力・人間性等～


